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山
在
峠
～
玉
置
辻
間
の
奥
駈
道
巡
視
・
整
備
（
交
差
登
山
） 

 ◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
４
月
１
８
日
（
日
）
晴
、
強
風 

 ◇
参
加
者 

【
順
峰
班
】
梶
野
照
雄
、
岩
本
信
行
、
山
川
自
知
、
豊
嶋
寛
、
高
橋
桂
太
、

大
門
健
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
名 

【
逆
峰
班
】
沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
山
川
治
雄
、
大
江
加

予
子
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子
、
高
階
美
根
子
、
山
本

恭
正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
名 

 

今
年
に
入
り
、
定
例
の
春
季
南
奥
駈
道
の
点
検
・
整
備
を
メ
イ
ン
に
行
事
を
重

ね
て
い
る
。 

① 

２
月
７
日 

 

浦
向
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
７
名
） 

② 

２
月
２
８
日 

玉
置
山
～
２
１
世
紀
の
森 

 
 
 
 

（
１
７
名
） 

③ 

３
月
１
４
日 

行
仙
宿
～
東
屋
岳 

 
 
 
 
 
 
 

（
２
０
名
） 

④ 

４
月
１
１
日 

２
１
世
紀
の
森
～
東
屋
岳 

  
 
 
 

（
１
０
名
） 

今
回
の
山
在
峠
～
玉
置
辻
間
の
巡
視
で
、
行
仙
宿
以
南
の
区
間
は
完
了
と
な
る
。 

 

当
日
、
午
前
７
時
３
０
分
、
本
宮
の
世
界
遺
産
熊
野
本
宮
館
駐
車
場
に
１
５

名
全
員
が
集
合
し
、
沖
崎
よ
り
組
分
け
や
注
意
事
項
の
説
明
を
行
う
。 

本
日
初
参
加
の
山
本
恭
正
君
は
総
合
研
究
大
学
院
大
学
（
吹
田
市
）
の
文
化
人

類
学
熊
野
研
究
生
と
し
て
、
こ
の
４
月
１
日
よ
り
新
宮
市
に
在
住
さ
れ
研
究
に

没
頭
さ
れ
る
由
。
少
し
で
も
協
力
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
お
誘
い
し
た
。 

３
９
歳
、
好
青
年
だ
。
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。 

説
明
を
終
え
て
予
定
出
発
時
間
と
な
り
、
各
班
は
ス
タ
ー
ト
地
点
に
向
け
て
出

発
し
た
。 

【
順
峰
班
】 

 

逆
峰
班
が
玉
置
辻
に
向
け
て
出
発
し
た
の
を
見
送
り
、
沖
崎
車
と
豊
嶋
車
の

２
台
で
山
在
峠
に
向
か
う
。
昨
年
は
切
畑
か
ら
の
登
り
口
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま

い
、
少
々
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
今
回
は
ス
ム
ー
ズ
に
山
在
峠
に
到
着
。 

 
 

 

山
在
峠
を
出
発 

 
 
 

 

忘
れ
物
ザ
ッ
ク
を
運
ぶ 

 
 

金
剛
多
和
の
水
場 

 

出
発
準
備
を
し
て
車
の
後
部
ド
ア
を
閉
め
よ
う
と
す
る
と
ザ
ッ
ク
が
一
つ

余
っ
て
い
る
。
登
山
靴
と
ス
ト
ッ
ク
も
あ
る
。
見
覚
え
の
あ
る
ザ
ッ
ク
は
児
嶋

さ
ん
の
物
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
沖
崎
さ
ん
に
電
話
を
入
れ
て
「
児
嶋
さ
ん
の
ザ
ッ

ク
や
靴
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ザ
ッ
ク
は
合
流
地
点
ま
で
運
ぶ
。
靴
は
大
門
さ
ん

の
車
に
予
備
の
靴
が
あ
る
の
で
、
そ
の
靴
を
使
っ
て
欲
し
い
」
と
伝
え
た
。 

ど
ち
ら
も
携
帯
電
話
の
通
じ
る
場
所
だ
っ
た
の
で
、
連
絡
は
出
来
た
。 

 

児
嶋
さ
ん
の
ザ
ッ
ク
は
、
荷
物
が
小
さ
か
っ
た
高
橋
君
が
合
流
地
点
ま
で
運



ん
で
く
だ
さ
っ
た
。  

 
 

金
剛
多
和 

 
 

 
 

 
 
 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 

 
 

 

五
大
尊
岳 

 

宝
篋
印
塔
を
過
ぎ
て
、
熊
野
川
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
付
近
で
折
れ

た
斜
木
を
切
除
。
鉄
塔
広
場
で
休
憩
し
て
大
黒
天
神
岳
、
金
剛
多
和
と
進
む
。 

途
中
、
金
剛
多
和
の
水
場
を
高
橋
君
と
二
人
で
確
認
に
降
り
る
。 

 

金
剛
多
和
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
登
山
道
に
横
た
わ
っ
て
い
る
古
い
倒
木
を

切
除
す
る
。
今
回
も
新
し
い
倒
木
は
皆
無
で
、
作
業
時
間
が
極
端
に
少
な
い
た

め
、
昨
年
よ
り
も
ペ
ー
ス
は
速
い
。 

五
大
尊
岳
の
登
り
に
差
し
掛
か
り
、
あ
と
一
時
間
位
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
小

さ
な
ピ
ー
ク
を
三
つ
ほ
ど
上
り
下
り
し
て
よ
う
や
く
五
大
尊
岳
山
頂
に
着
く
。 

風
が
強
い
の
で
山
頂
を
通
り
越
し
て
、
次
の
鞍
部
ま
で
降
り
た
。 

逆
峰
班
の
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
こ
の
鞍
部
で
到
着
を
待
つ
。 

５
分
位
で
逆
峰
班
が
到
着
し
、
児
嶋
さ
ん
の
ザ
ッ
ク
は
無
事
に
持
ち
主
の
手
に

戻
っ
た
。
ど
う
や
ら
沖
崎
車
も
玉
置
辻
に
行
く
、
と
思
い
違
い
を
し
て
い
た
よ

う
だ
。 

 
 

 
 

 

逆
峰
班
と
合
流 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

大
森
山
の
登
り 

 鞍
部
に
広
が
っ
て
昼
食
を
摂
る
。
風
は
強
く
気
温
も
低
い
。
風
屋
の
ア
メ
ダ
ス

で
正
午
の
気
温
が
１
１
℃
だ
っ
た
の
で
、
五
大
尊
岳
付
近
で
は
５
～
６
℃
だ
っ

た
よ
う
だ
。 

 

食
事
を
終
え
、
写
真
を
撮
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
出
発
す
る
。 

大
森
山
の
登
り
で
、
岩
本
さ
ん
が
後
ろ
か
ら
背
負
子
を
押
し
上
げ
て
く
れ
る
が
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
く
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
の
が
慎
重
に
な
る
。 

立
ち
止
ま
っ
て
三
度
ほ
ど
休
憩
し
、
大
森
山
に
到
着
、
厳
し
い
登
り
が
や
っ
と

終
わ
っ
た
。 

 
大
森
山
か
ら
は
下
り
ば
か
り
な
の
で
、
休
ま
ず
に
歩
き
玉
置
辻
に
到
着
し
た
。 

高
橋
、
大
門
の
二
人
は
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
。
岩
本
、
山
川
、
梶
野
、
豊

嶋
は
玉
置
川
か
ら
本
宮
に
帰
る
。
宮
井
大
橋
を
渡
っ
た
付
近
で
沖
崎
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
り
、
間
も
な
く
本
宮
着
、
と
返
事
す
る
。 

 



 
 

 
 

 

大
森
山 

 
 
 

 
 
 

 

水
呑
宿
の
標
識 

 
 
 
 

玉
置
辻
に
到
着 

本
宮
で
山
川
さ
ん
の
小
型
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
借
り
て
帰
途
に
つ
い
た
。 

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響
か
、
Ｒ
１
６
８
の
車
も
少
な
く
、
３
時
間
２
０
分

で
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 
08

：02

山
在
峠
→09

：18

大
黒
天
神
岳
→09

：33

水
場
→09

：45
金
剛
多

和
→11

：22

五
大
尊
岳
→11

：26

五
大
尊
岳
北12

：10

→12

：38

岸
の
宿
→

13

：32

大
水
ノ
森
→13

：45

大
森
山
→13

：43

水
呑
宿
分
岐
→15

：07
玉
置

辻 

 

【
逆
峰
班
】 

 

ス
タ
ー
ト
地
点
の
玉
置
辻
に
向
か
う
途
中
、
宮
井
大
橋
を
渡
っ
た
あ
た
り
で

梶
野
君
か
ら
電
話
が
入
る
。
児
嶋
さ
ん
の
ザ
ッ
ク
と
登
山
靴
が
積
ま
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
ザ
ッ
ク
は
皆
で
運
ぶ
、
登
山
靴
は
大
門
さ
ん
の
予
備
が
車
に

あ
る
の
で
使
っ
て
欲
し
い
。
ザ
ッ
ク
は
合
流
地
点
で
わ
た
す
。
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
本
宮
で
車
を
乗
り
換
え
た
時
、
荷
物
の
移
動
を
失
念
し
た
よ
う
だ
。 

児
嶋
さ
ん
は
難
聴
な
の
で
、
荷
物
の
移
動
を
含
め
、
伝
達
事
項
を
確
実
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
事
を
教
訓
に
全
員
で
気
を
付
け
て
い
こ
う
。 

 

８
時
半
過
ぎ
に
玉
置
辻
に
着
き
、
登
山
準
備
の
後
、
８
時
４
５
分
歩
き
始
め

る
。 

今
日
は
靡
看
板
の
設
置
は
無
し
、
こ
の
区
間
は
昨
年
全
て
設
置
済
み
で
あ
る
。 

倒
木
の
処
理
も
無
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
設
置
済
み
看
板
の
キ
ャ
ッ
プ
取
り
付

け
と
、
水
呑
宿
分
岐
の
道
標
を
用
意
し
た
。 

林
道
か
ら
奥
駈
道
に
降
り
る
と
こ
ろ
の
古
い
石
柱
が
、
少
々
傾
い
て
い
た
の
で
、

児
嶋
さ
ん
が
真
っ
す
ぐ
に
修
整
さ
れ
た
。
石
柱
に
彫
ら
れ
た
文
字
は
判
読
で
き

な
か
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
調
べ
る
と
「
寛
延
八
年 

右
き
り
は
た
」
と
読
め
る

が
、
左
は
読
め
な
い
。
お
そ
ら
く
「
た
け
と
う
」
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
と

あ
っ
た
。
因
み
に
寛
延
八
年
は
一
七
五
五
年
、
江
戸
時
代
中
期
で
あ
る
。 

 

ス
タ
ー
ト
し
て
２
５
分
で
水
吞
宿
分
岐
に
着
く
。
用
意
し
て
き
た
太
め
の
杭

を
打
ち
込
み
、
「
右 

水
吞
宿
」
の
標
識
を
取
り
付
け
た
。
標
識
が
減
り
、
荷

物
が
少
し
軽
く
な
っ
た
。 

し
ば
ら
く
進
み
、
甲
森
分
岐
ま
で
の
急
登
が
始
ま
る
。
最
近
、
登
り
が
か
な
り

し
ん
ど
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
２
分
登
っ
て
一
服
、
２
０
ｍ
位
先
の

あ
の
木
ま
で
登
っ
て
ま
た
一
服
、
を
繰
り
返
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
時

間
で
や
っ
と
尾
根
分
岐
に
着
く
。 

先
着
の
皆
さ
ん
は
休
憩
を
終
え
か
け
て
い
た
。
一
服
も
そ
こ
そ
こ
に
先
行
者
の

後
を
追
う
。
大
森
山
、
大
水
の
森
を
過
ぎ
、
三
角
点
の
あ
る
ピ
ー
ク
で
も
休
憩

す
る
。
こ
こ
へ
来
る
と
、
何
故
三
角
点
が
北
の
ピ
ー
ク
で
は
な
く
、
３
０
ｍ
ほ

ど
低
い
此
の
位
置
な
の
か
の
話
が
で
た
。
な
ぜ
か
は
判
ら
な
い
が
、
一
等
三
角



点
の
あ
る
玉
置
山
は
山
頂
よ
り
北
側
の
ピ
ー
ク
の
方
が
２
ｍ
高
い
。
玉
置
山
へ

の
気
配
り
か
？
遠
慮
し
て
い
る
の
か
？ 

 

大
森
山
の
下
り
は
、
植
平
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
下
る
。
単
独
で
こ
こ
ま
で

ロ
ー
プ
を
荷
揚
げ
さ
れ
、
設
置
も
一
人
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
ご
苦
労
に
頭
が
下

が
る
思
い
だ
。 

 

岸
の
宿
で
靡
看
板
の
杭
頭
に
キ
ャ
ッ
プ
を
被
せ
る
。
サ
イ
ズ
は
ピ
ッ
タ
リ
で

気
持
ち
よ
い
。
１
１
時
２
０
分
頃
、
山
川
自
知
君
か
ら
電
話
が
入
る
。 

「
五
大
尊
岳
山
頂
に
着
い
た
。
今
、
ど
の
あ
た
り
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ
だ

っ
た
。
も
う
手
前
ま
で
来
て
い
る
、
１
５
分
く
ら
い
で
着
く
。
と
伝
え
先
を
急

ぐ
。 

ヤ
ッ
ホ
ー
と
コ
ー
ル
す
る
と
、
ヤ
ッ
ホ
ー
と
返
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
先
で
登
っ

て
き
た
豊
嶋
さ
ん
と
合
流
し
た
。
山
頂
は
風
が
強
く
、
寒
い
の
で
こ
の
す
ぐ
下

の
鞍
部
で
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
１
１
時
４
０
分
、
五
大
尊
岳
北
側
の
鞍
部

で
全
員
合
流
し
昼
食
と
な
っ
た
。 

鞍
部
と
は
言
え
強
い
風
が
通
り
抜
け
て
、
冬
の
寒
さ
の
中
の
昼
食
と
な
っ
た
。 

児
嶋
さ
ん
の
荷
物
も
渡
さ
れ
、
車
の
キ
ー
も
交
換
、
い
つ
も
の
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ

も
開
店
し
て
香
り
高
い
、
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
い
た
。 

３
０
分
で
昼
食
休
憩
を
終
え
て
出
発
。
五
大
尊
岳
手
前
の
急
登
も
か
な
り
応
え

る
。
山
頂
に
到
着
、
こ
こ
で
も
杭
頭
に
キ
ャ
ッ
プ
を
被
せ
る
。 

 

さ
あ
、
急
下
降
が
始
ま
る
。
昨
夜
の
雨
で
ま
だ
湿
っ
て
い
る
所
が
多
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
慎
重
に
と
声
を
か
け
て
下
り
始
め
る
。
下
る
の
も
厳
し
い
道
だ
。
順

峰
班
も
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。
一
時
間
少
々
で
金
剛
多
和
に
着
く
。
ヤ
レ
ヤ
レ
だ
。 

 

こ
こ
で
役
行
者
前
の
倒
木
を
山
川
さ
ん
が
切
除
す
る
。
後
に
も
先
に
も
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
出
番
は
こ
こ
だ
け
だ
っ
た
。 

 

大
黒
天
神
岳
を
経
て
、
午
後
３
時
１
５
分
、
終
点
の
山
在
峠
に
到
着
し
た
。

昨
年
も
３
時
１
５
分
に
到
着
し
て
い
る
の
で
同
タ
イ
ム
と
な
っ
た
。 

昨
年
か
ら
一
歳
歳
を
と
っ
た
が
、
脚
力
に
衰
え
は
無
い
よ
う
だ
。
あ
ー
あ
、
お

疲
れ
さ
ん
で
し
た
。 

 

本
宮
に
戻
っ
て
順
峰
班
に
電
話
を
入
れ
る
と
、
３
時
過
ぎ
に
玉
置
辻
に
着
き
、

あ
と
１
５
分
ほ
ど
で
本
宮
に
着
く
。
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

昨
年
の
よ
う
に
本
宮
で
一
時
間
以
上
待
つ
こ
と
は
無
く
、
し
ば
ら
く
し
て
順
峰

班
が
戻
っ
て
き
た
。 

 

今
日
の
山
行
の
前
日
と
前
々
日
、
新
宮
で
は
か
な
り
の
降
水
量
が
あ
り
、
今

日
大
気
不
安
定
の
予
報
が
で
、
一
雨
も
覚
悟
し
て
い
た
が
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と

は
無
か
っ
た
。
し
か
し
風
が
強
く
、
お
ま
け
に
気
温
が
低
い
の
で
、
３
月
初
旬

の
様
な
山
行
だ
っ
た
。 

 

事
故
な
く
、
全
員
無
事
に
下
山
し
た
こ
と
は
な
り
よ
り
だ
っ
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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五
大
尊
岳
北1
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10

→13

：40

金
剛
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和13

：50

→14

：10

大
黒
天
神
岳
→15

：15

山
在
峠 

 


